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のなかから好きなものを選ぶことができる外国人は寿司や刺身を楽しみ、いろいろな種類の魚や貝に魅了されるだろう。最初は高くておいしくないと思うかも れ が、すぐになぜ日本食が世界的に有名で、世界で日本食レストランが爆発 に増えているのか、理解するように るだろう。食べ物だけでなく花などを様々にデコレーション
するのも日本の際だった文化である。
　毎週月曜日の午前中に開かれるボラン
ティアグループによる日本語の授業は、文化の交流、そして日本文化についての理解を深める機会を与えてくれた。ボランティアグループの先生たちは、そのほとんどが主婦であるが、いろいろな国で暮らした経験を持つ人が多い。授業が終わると先生たちと生徒たちは使ったテーブ と椅子を倉庫にしまう。私はこの種 マナーをスイミングクラブでも観察す ことができた。クラブのインストラクターたちは、クラスが一旦終わると使った道具を必ず元 場所に戻すのである。三〇分の休憩時間 後にはまたクラスの練習が始まるのだが、彼らはきちんと道具をしまっていた。
　お茶会、相撲、季節のお祭りなど伝統の





ツなどを見聞したが、どれも表面的な印象にとどまり、 「理解」を得たとは言えないかもしれ い。なぜ ら、テレビで放送されるそれらは日本語という媒体を通して提供されたからだ。少なくと 、この点は私の日本語学習の至らなさである。そのため、私は日本文化を「理解」できたのではなく、それらに触れていただけ のかもしれない。この国の言葉を学びさえす ば、理解できる多くのことが待っ るこ だろう。
（前海外客員研究員／訳＝松原浩司）
